
第37 回 大 会〕

c. 児　童　６月１日 出 第４会場　午前9 :30 ～11:54

C  1 明治期，-r h浪 費と育児,^,忍（ 第/ 裁; -― 明5?;? 琴ヽ^ﾒ秀一
Bj *・-r 尺家政　淳須耀紗

児　 童　163

i 的　'f-姓喪 欠曝 系・ 顕現化 す3   現㈹･こhヽ･ヽ z  .  母疆･り者戎 と々 チ載 膏の相 関 を再 彦し、

あ わ七z  、芯代 膏!-?-.%｡恩史 と(.      1    の研究 £§    的 ヒす3  。

オ茲　 サ チ放 膏 を意､識 的 、溥違 的･ ■■撞と し たsfl 5な中期卜 ね版 てれ、当鴎・･代友 誌 としｌ

著 名 な ゛そ 学錐μ､■a   を研 弘 資料^ し、%  I 双a 痢 刊年次x-  あ □ 月な/ぷ牟よ<) 、丸b 本 帚国

憲'ま̂発布 前i 肝μﾉ 琴f z" ｔ 一己泰 とレ 当時・ ねな 順々 、ヤ ｝漱 勧

発 いな児観 を秀摩八r-- 。

μ 栗c  明 瑠ぼ%  代 ―  尨 説「 ヤ放ふ 諭折 」、りぞ表t  ･れi  雅 之 、そ 孚放 奇偕 、♪ 」やく

玲 発化 い に" めp. 時ｲぐ 嗇論 論 と.i ・ よヽ褐<■-  「 乳 のj す母政・ヽ 心ヽ得 」ヒ題 し 乙、母趣の/U･

'H ^ 乳汁 ヒ・1 関係ら 重人^ りっ? こt  ^ 説諭 に 。･ヽ I ．　 ＠明惣/? 卑賎 一一拡悦｛ サ ｝● 参

政 艮名専軟 膏j    ･りぞ表t  れ ふ幸e <   、ヤ･^ 栽 、婦A 公 心 色恚 にそ 晨 しT-. ei代 、″嗇児諦 巳し１

ば辨I-   ‘母縦・）･u､堺・竟 青t  ^ ｡」ヽ # j   と息 し 乙.   ?- fいりT  し女 傭表現^  ゆたうヽ /Iし 、一

家 内平-れ-＼-楽･･-レI  農庭友.^  ^ 趙濾･.  -? 3 よ=, 説諭 しZ   >i   3 .　 く3）明々z・年代- 一血fi  「

や 学校 の論 」･州丿友 ■t れりtK ４ . や学枝as 乱± を憂虞 し. l － if- ｝教 雀を閤 由気T-. 峠㈹,

者It  論t     し1 1
，
踊 、--    「 ぞ 趣 一畳 を 」ヒ題 し 乙、保 守の念 と泌調 し. 」､itう尊5- ヽヽ ましめ,

賢母fc   しX  ・ 修蚤 を｡説諭 しX    >'   I ，S ）a月5曾ユ･年ベ ー一 耘説r  蒋 集－B 本 人 ん｡白 こ付表ｔ

れ ふザロ 、 国家主 義 卿ず ｝灘 膏論 おゑ 廓*  れたaf 代 、膏児論ﾋ 、しz･3: 将･。「 皮庭・ﾜ^ 」 と

瓶.しz  - 上､帝 乞信し･■、同朋 。なめr- ん し
■ 

£義ふ低 のだ・･･■-全 身 乞犠牲I: す ぶことのV  き

I B 本 ぺ んと膏収t  べ！ ぞ 規・ 義潟- 沈諭 しX   ヽ i   I   。

C  2
蒙庭散  (こっ  ヽT<?) 0 己分稗

-^ 年女引こよる白^ 記£曾粁n` ら一
愛知女ﾐ}短大　岡野推i-

〔目的〕A 耳 、叙^  Iこつ'  1   の諭 議 は図民的問ll と%  ，-I い 墨% で･はない.   その浹れり 中

で、いま改 あx 、乳幼 児期 の匁庭歎 膏り曹参加 こつヽ･て指摘さ れている．ところが',   そこ

でIt なわれている何が、そ刎4  ．子ど もの必ま のど必側面 に灯 してどめような影響 色及ば'

しているめカリこつぃては、いまひヒつ朗らか にされてい々い^ がある.   本芦 牝では、象有

数鴛削^ ぼ終 μ り 怠之た段稽にあるり 左Sブ けることがてヽき,　しかも/ﾀヽ棟近い将劃 こ自

らが寥廓教育の担川f  I- も^-るこヒが'予測される青年期女 子に､り をあてT 、偉ir・ の自

己を前者軒を基(こして溥夢 を試 み る.

i お 玄) A 肯^ 社期 尽% 家政抒卑命^^  /社 名ヒ^ 傅心

共Iこ芽2  学年. 等々､i/ り 屎び2o'k ヵ＼'りf 分 を占め る.) による''私・'k.けれ家庭μ 育(^ こ

軋tヵ気嵩及^'･≪i-裔)J汐)しポ ーI-   (エに・ソーμと ぢ挙; を賃料 としr=、

U郎 果:]  c 各営生の■いた3: t・ソー^ 匁゙($  /～タ でヽ ･ﾁﾞ呻2ll である．をこに護われた発ま

時期は 、幼 児糊・ 児重期・全集 色逼 し7.  がほぼ乃 づつを占りT い る．(!)自己評 価 仁つ‥
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